
１～１２月の月ごとの家計簿を作成し、最後にそれをまとめて年間の家計簿にします。

今回のテキストでは月ごとの家計簿作成を行います。次頁はその９月分作成例です。

１．列の幅とセルの表示形式を決める

①日付　：　A・E・H・K・N列をCtrlを押しながら選択し書式を設定。

（アルファベットのところで黒い矢印になったらクリックしていく）

書式‐列‐幅（2.75）。　書式‐セル‐表示形式‐数値を選択。

②金額　：　C・D・G・J・M・P列をCtrlを押しながら選択。書式‐列‐幅（8.00）。

書式‐セル‐表示形式‐数値を選択、桁区切りに（,)を使用するを選択。

③摘要　：　列幅（10.75）を変えなくてよいがもっと広くしたい場合はB・F・I・L・O列を選択して広げる。

表示形式は変えない。

２．自分にあった項目を考えて、レイアウトをする。

３．レイアウトに合わせ入力する。項目行は多めにとっておく。

４．数式を入れる。

：　オートSUM（∑）を使う。合計するセルの一番上に

　　0（半角数値のゼロ）を入れておくとよい。

：　関数挿入スペース。　（ｆｘ）で数式を作る。

：　関数挿入スペース。　（ｆｘ）で前月からコピーする。

５．項目行の数の見直し。

セルの増減は、その下の全部のセルを選択し切り取る。

６．罫線を入れる

７．必要なセルを結合する。

結合したいセルを選択する→書式→セル→配置→セルを結合する

８．シートの見出しに名前をつけたり、色をつけたりする。

書式‐シート‐名前の変更‐シート見出しの色

次回につづく

Excelで 自分で使う家計簿（小遣い帳）を作成しよう
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